


　
梅
酒
特
区
を
申
請
し
た
の
は

町
で
す
が
、
主
役
に
な
る
の
は
町

民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
生
産
者
、
加
工
業
者
…
、
梅
に

携
わ
る
皆
さ
ん
が
、
梅
酒
特
区
を

明
る
い
未
来
を
開
く
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
日
本
一
の
梅
の
町
・

み
な
べ
町
に
新
た
な
「
紀
州
み
な

べ
の
梅
酒
」
ブ
ラ
ン
ド
が
実
現
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　
梅
酒
特
区
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
う
め
課(

℡
74-

３

２
７
６)

、
ま
た
は
総
務
課(

℡

72-

２
０
１
５)

へ
ど
う
ぞ
。

○
日
本
一
の
梅
の
産
地
「
み
な
べ

町
」
で
製
造
す
る
梅
酒

○
生
産
地
で
製
造
し
た
、
作
り
手

の
顔
が
見
え
る
安
心
・
安
全
な
梅

酒　
梅
酒
特
区
が
も
た
ら
す
主
な

効
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
青
梅
の
消
費
拡
大
に
よ
る
地

域
活
性
化

○
み
な
べ
の
梅
酒
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加

○
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に

よ
る
梅
産
業
の
振
興

別
に
、
酒
税
法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
平
成
20
年
４
月
30
日
か
ら
次

の
よ
う
な
特
例
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

▼
対
象
は
飲
食
業
や
旅
館
業
な

ど
の
方

　
飲
食
業
や
旅
館
業
な
ど
を
営

む
方
が
、
自
家
製
の
梅
酒
を
自
ら

の
営
業
所
内
で
客
に
提
供
す
る

場
合
、
１
年
間
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

以
内
で
あ
れ
ば
、
届
け
出
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
酒
類
製
造
免
許

の
取
得
や
酒
税
の
納
税
な
ど
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

　
梅
酒
特
区
の
主
な
Ｐ
Ｒ
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。
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７
月
９
日(

水)

、
町
が
内
閣
府

か
ら
「
紀
州
み
な
べ
梅
酒
特
区
」

(

以
下
「
梅
酒
特
区
」)

に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
認
定
に
よ
り
、
町
内
で

「
み
な
べ
の
梅
」
を
原
料
と
し
た

「
梅
酒
」
を
製
造
し
、
販
売
し
よ

う
と
す
る
方
は
、
特
例
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　　
平
成
19
年
５
月
、
北
海
道
ニ
セ

コ
町
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
の
自
家

製
果
実
酒
提
供
問
題
が
テ
レ
ビ

な
ど
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

み
な
べ
町
で
も
町
民
の
方
々
か

ら
問
い
合
わ
せ
や
要
望
が
町
う

め
課
な
ど
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
町
は
自
家
製
梅
酒

の
提
供
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

国
へ
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
み
な
べ
町
な
ど
全
国
の
意
欲

あ
る
市
町
村
の
要
望
が
実
り
、
今

年
４
月
、
国
は
「
特
定
酒
類
の
製

造
事
業
の
特
例
措
置
を
含
む
構

造
改
革
特
別
区
域
計
画
」
の
認
定

申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
５
月
、
町
は
内
閣
府
が

募
集
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域

計
画
・
第
17
回
認
定
申
請
受
付
に

申
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
23

日(

月)

に
は
、
申
請
し
た
こ
と
を

公
表
す
る
記
者
会
見
を
開
き
、
大

勢
の
報
道
陣
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。

〔
今
回
の
申
請
数
は
44
件(

市
町

村)

で
、
そ
の
う
ち
梅
酒
特
区
を

申
請
し
た
の
は
み
な
べ
町
と
徳

島
県
吉
野
川
市
で
す
〕

　
本
来
、
酒
類
製
造
免
許
に
係
る

最
低
製
造
数
量
基
準
は
年
間
６

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル(

６
０
０
０
リ
ッ

ト
ル)

で
す
。

　
今
回
、
町
の
梅
酒
特
区
が
認
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
で

「
み
な
べ
の
梅
」
を
原
料
と
し
た

「
梅
酒
」
を
製
造
し
よ
う
と
す
る

場
合
、
最
低
製
造
数
量
の
基
準
が

１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル(

１
０
０
０

リ
ッ
ト
ル)

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
町
内

で
、
少
量
生
産
を
考
え
て
い
る
小

規
模
な
事
業
者
も
酒
類
製
造
免

許
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

〔
注
＝
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
は
、
１
・

８
リ
ッ
ト
ル(

１
升)

ビ
ン
に
換

算
す
る
と
約
５
５
６
本
分
で
す
。

青
梅
は
約
４
０
０
キ
ロ
〜
５
０

０
キ
ロ
ぐ
ら
い
必
要
で
す
〕

　
ま
た
、
今
回
の
梅
酒
特
区
と
は

↑

　
表
紙
に
登
場
し
て
い
た
だ
い

た
片
山
清
範
さ
ん(

晩
稲)

に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
私
は
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル(

２

「紀州みなべの梅酒」の製造・販売にあたって

「町は紀州みなべ梅酒特区を申請しました」。
6月23日、役場第1庁舎で行った梅酒特区に申請したことを発表する記者会見には
大勢の報道陣が来場しました。

町)

の
畑
で
栽
培
し
た
梅
を
ほ

と
ん
ど
梅
干
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
健
康
志
向
か
ら
か
全
国

的
に
梅
酒
の
売
り
上
げ
が
伸
び

て
い
る
そ
う
で
す
し
、
せ
っ
か

く
梅
酒
特
区
に
な
っ
た
の
で
す

か
ら
、
梅
酒
の
製
造
も
で
き
な

い
か
と
検
討
中
で
す
。

　
使
用
す
る
お
酒
の
種
類
や
製

造
方
法
、
費
用
対
効
果
な
ど
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
多
い
の
で
、
期
待
半
分
、
不

安
半
分
で
す
が
。

　
で
も
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

品
質
の
良
い
完
熟
梅
を
使
え
る

と
い
う
の
は
み
な
べ
の
生
産
者

だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
で
す
。
こ

の
強
み
は
ぜ
ひ
生
か
し
た
い
な

あ
と
思
い
ま
す
ね
」

片山清範さん

と　き　

ところ　役場第１庁舎3階 大会議室で
　梅酒を製造・販売するにあたっては、公が発行する免許や許可が必要です。
　そこで、町は国税局と田辺保健所から職員を講師として派遣していただき、免許や許可の取
得についての説明会を8 月26 日(火)午後 1 時 30 分から役場第1 庁舎で開催します。
　国税局からは酒類製造免許＆販売免許の取得手続きについて、田辺保健所からは食品衛生法
に基づく酒類製造業の営業許可の取得手続きについて説明していただきます。また、自家製梅
酒の提供に関する酒税法の改正についての説明もしていただきます。
　特区を利用した梅酒の製造・販売を目指している方、また興味を持っている方のご来場を心
からお待ちしています。
　くわしくは、うめ課へお問い合わせください。
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み
な
べ
観
光
協
会
理
事 
泰

地
一
郎
さ
ん(

山
内)

が
こ
の
ほ

ど
日
本
観
光
協
会
関
西
支
部
長

　
私
た
ち
の
身
近
で
頼
り
に
な

る
相
談
相
手
、
人
権
擁
護
委
員

(

５
人)

は
、
町
が
議
会
の
同
意

を
得
て
候
補
者
を
推
薦
し
、
そ
れ

を
受
け
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま

す
。

　
７
月
１
日(

火)

、
次
の
３
人
の

方
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。(

推

薦
に
つ
い
て
は
今
年
３
月
議
会

で
同
意
を
得
ま
し
た)

○
大
前
浩
一
さ
ん(

高
野)

○
大
野
耕
一
さ
ん(

清
川)

○
坂
本
さ
わ
ゑ
さ
ん(

東
本
庄)

　
７
月
29
日(

火)

〜
８
月
２
日

(

土)

、
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
高
校
総
体(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ)

陸
上
競
技
・
女
子
砲
丸
投
げ
に
、

日
高
高
校
１
年 

大
﨑
か
な
選
手

(

東
岩
代)

が
出
場
し
ま
す
。

　
大
﨑
選
手
は
、
６
月
１
日(

日)

開
催
の
県
大
会
で
優
勝
、
同
22

日(

日)

開
催
の
近
畿
大
会
で
５
位

に
入
賞
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　
７
月
６
日(

日)

、
和
歌
山
市
で

行
わ
れ
た
県
小
学
生
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
兼
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
県
予
選
大
会

で
、
み
な
べ
Ａ
Ｃ
の
子
ど
も
た
ち

が
次
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
▼
爰
川
元
気
＝
１
０
０

メ
ー
ト
ル
走
５
年
生
の
部
３
位
、

▼
沖
見
史
哉
＝
８
０
０
メ
ー
ト
ル

走
４
年
生
以
下
の
部
３
位

〔
女
子
〕
▼
樫
山
早
歩
＝
80
メ
ー
ト

ル
ハ
ー
ド
ル
５
・
６
年
生
共
通
の
部

２
位
、
▼
森
星
奈
＝
１
０
０
メ
ー

ト
ル
走
４
年
生
の
部
６
位
、
▼
桂

有
希
＝
８
０
０
メ
ー
ト
ル
走
６
年

生
の
部
６
位
、
▼
草
分
風
花
＝
走

幅
跳
４
年
生
以
下
の
部
６
位

　
　
　
　
　
　
　 

　〔
敬
称
略
〕

　
６
月
１
日(

日)

、
少
年
メ
ッ

セ
ー
ジ
２
０
０
８
日
高
大
会
が

美
浜
町
で
開
催
さ
れ
、
郡
内
各

中
学
校
の
代
表
22
人
が
出
場
し

ま
し
た
。
町
内
の
中
学
校
か
ら

は
次
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
思
い
を
発
表
し

ま
し
た
。

▼
南
部
中
学
校
＝
松
本
未
来(

３

年)

、
▼
上
南
部
中
学
校
＝
中
川

陽
香(

２
年)

、
▼
高
城
中
学
校

＝
前
田
菜
々
美(

同)

、
▼
清
川

中
学
校
＝
山
村
仁
志(

同)

　
当
日
は
発
表
者
の
中
か
ら
５

人
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
町
内
は
、
南
部
中
・
松

本
さ
ん
「
言
葉
の
重
さ
」、
上
南

部
中
・
中
川
さ
ん
「
父
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
す
。

　
な
お
、
優
秀
賞
の
中
か
ら
審

査
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
中
川
さ

ん
が
、
８
月
２
日(

土)

、
上
富
田

町
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
泰
地
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に

み
な
べ
観
光
協
会
に
入
会
以

来
、
平
成
７
年
度
〜
18
年
度
ま

で
は
会
長
、
現
在
は
理
事
と
し

て
、
町
の
観
光
振
興
の
た
め
に

真
摯
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
く
か
ら
漁
業
体
験
や
農
業
体

験
、
ま
た
自
身
が
経
営
す
る
産

業
体
験
施
設
を
活
用
す
る
な
ど

体
験
観
光
に
取
り
組
み
、
そ
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
新
町
発

足
後
は
融
和
を
図
る
上
で
観
光

事
業
が
最
重
要
課
題
と
と
ら
え

て
積
極
的
に
働
き
か
け
、
多
く

の
入
会
者
を
迎
え
入
れ
ま
し

た
。
今
回
、
そ
の
先
覚
的
な
功

績
が
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

泰地一郎さん

　
毎
年
、
夏
に
な
る
と
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
が
千
里
の
浜
や
岩
代
の

浜
な
ど
へ
産
卵
に
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
と
こ
ろ
上
陸
数
や
産

卵
数
は
減
少
傾
向
で
し
た
が
、

今
年
は
毎
晩
、
何
頭
も
の
カ
メ

が
上
陸
し
て
は
産
卵
し
て
い
き
、

そ
の
数
は
す
で
に
昨
年
の
２
倍

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護

パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
年
行
っ
て
い

る
青
年
ク
ラ
ブ
み
な
べ
が
こ
の

ほ
ど
、
す
ぐ
れ
た
社
会
的
な
実

践
活
動
を
行
う
地
域
青
年
団
に

贈
ら
れ
る
「
田
澤
義
鋪
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
が
、
合
併
前
の
南
部

７月５日(土)夜のパトロールに参加したクラブ員６
人が後藤清さんと一緒に(山内 千里観音で)。今年
は約80人のクラブ員が６班に分かれて毎週５晩、交
代でパトロールしています。なお、この夜は７頭上
陸し、４頭が産卵していきました。　

町
青
年
団
当
時
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ

研
究
班
・
後
藤
清
さ
ん(

東
吉
田)

や
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
の
調

査
保
護
活
動
に
協
力
し
て
、
シ
ー

ズ
ン
中
、
献
身
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け

て
い
る
こ
と
を
賞
さ

れ
た
も
の
で
す
。

〔
田
澤
義
鋪
↓
大
正
、

昭
和
初
期
の
社
会
教

育
家
、
政
治
家
、
思

想
家
で
、
青
年
教
育

と
政
治
教
育
に
一
生

を
捧
げ
た
。
と
り
わ

け
青
年
団
運
動
や
青

年
教
育
に
尽
力
し
た

活
動
が
知
ら
れ
、

「
青
年
団
の
父
」
と

称
さ
れ
て
い
る
〕

　
８
月
４
日(

月)

・
５
日(

火)

、
群

馬
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校

将
棋
選
手
権
夏
季
大
会
に
、
南
部

高
校
３
年 

小
谷
侑
里
さ
ん(

芝)

大﨑かな選手

　
６
月
22
日(

日)

、
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
和
歌

山
決
勝
大
会
が
和
歌
山
市
で
開

催
さ
れ
、
日
高
郡
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
南
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
高
城
ジ
ュ
ニ

ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
出

場
し
ま
し
た
。
熱
戦
の
結
果
、
南

部
が
２
年
連
続
、
５
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
高
城
は
１
回

戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
南
部
は
、
８
月
12
日

(

火)

か
ら
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

が
出
場
し
ま
す
。

　
同
校
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
部

に
所
属
す
る
小
谷
さ
ん
は
、

５
月
末
に
田
辺
市
で
開
催

さ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
、

女
子
の
部
個
人
戦
で
初
優

勝
し
て
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た(

女
子
の
部
出

場
者
は
南
部
高
校
か
ら
の

６
人)

。
ま
た
、
南
高
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
昨
年
に
続

い
て
団
体
戦(

３
人)

へ
も

出
場
し
ま
す
。

　
南
部
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
子

ど
も
た
ち
で
す(

３
年
生
以
上)

。

〈
６
年
〉
宮
崎
優
奈
、
浜
中
結
衣
、

馬
場
本
麻
里
、
中
本
葵
、
井
口
和

美
、〈
５
年
〉
森
本
千
琴
、
桂
菜
々

子
、
田
中
さ
く
ら
、〈
４
年
〉
前

山
愛
海
、樫
原
美
陽
、湯
川
絢
加
、

西
山
千
恵
、
岩
﨑
実
子
、
谷
口
す

み
れ
、
谷
村
汐
里
、
築
山
杏
菜
、

茶
園
彩
恵
、
倉
山
朗
子
、〈
３
年
〉

和
田
茉
由
乃
、
辻
静
茄
、
那
須
美

咲

小谷侑里さん

〔
３
人
の
ほ
か
任
命
さ
れ
て
い
る

方
は
原
田
武
俊
さ
ん(

山
内)

と

生
駒
武
敏
さ
ん(

埴
田)

で
す
〕

　
委
員
の
皆
さ
ん
は
親
身
に
相

談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
方
ば
か

り
で
す
。
も
し
人
権
に
か
か
わ

る
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

坂本さわゑさん 大野耕一さん 大前浩一さん

応募受付期間
 ９月１日(月)～12日(金)

応募作品は各学校、または各公民館へ。
くわしくは、教育学習課(℡74-3134)へ。

南部バレーボールスポーツ少年団の子どもたち

中川陽香さん
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　町消防団・第7 分団と日高町消防団が7 月
末開催の県消防ポンプ操法大会へ郡代表と

　１学期終了日の7 月 1 8 日(金)、南部小学校と南部中
学校で給食試食会があり、全児童生徒が初めて給食を
体験しました。平成18 年度に教委が両校の児童生徒を
対象に行ったアンケートで給食を希望する回答が少な
かったことから、一度体験してもらおうと教委が実施
したものです。メニューは牛乳、ごはん、梅ドレッシ
ングをかけたハムサラダ、厚揚げの味噌炒めで、「めっ
ちゃおいしい！おかわりほしい」という声が小学校の
あちこちの教室から聞こえるなど大好評でした。

　7月14 日(月)、岩代小学校の5・6年生20 人が海洋
水泳に挑戦しました。この海洋水泳は、昭和5 6 年
から保護者や地域の人たちに見守られながら毎年
行われている伝統行事です。今年も、子どもたちは
保護者が操縦する漁船で沖合まで行き、そこから
海岸目指して泳ぎました。泳ぐ距離は、子ども自身
の泳力に合わせて最長10 0 メートル以上から３段階に
分かれており、保護者や４年生たちが応援する中、
全員が海岸まで泳ぎ切りました。

　7 月18 日(金)、南部公民館で、役場総務課防災
担当職員が講師を務め、南部長寿大学・7 月講座
「東南海・南海地震に備えて」が開催されました。
「もし地震が起こったら」を想定したドラマを見
たり、阪神淡路大震災発生時の状況を聞いたり
して、受講した長寿大学生108 人は改めて地震の
怖さと備えの大切さを実感していました。また、
緊急地震速報の内容や災害用伝言ダイヤルの使
い方なども聞きました。

　7 月9 日(水)・10 日(木)・11 日(金)と、町地域子育て支
援センター・こひつじランドの育児講座「ベビー・
キッズ マッサージ」がふれ愛センターで行われ、3 日
間で 2 0 組のお母さんと赤ちゃんが受講しました。講
師は、ベビーマッサージ教室「ママのたからもの♪」
主宰で、自らもこひつじランドお母さんＯＢの長坂幸
子さん(東岩代)が務めました。「赤ちゃんがすこやか
に育つためには肌と肌との温もりが一番大切」という
長坂さんの指導のもと、お母さんたちが赤ちゃんの体
をやさしくマッサージすると、赤ちゃんたちは気持ち
よさそうに声をあげて笑っていました。

して出場するのに先立って、7 月13 日(日)、両団
の激励会が町民広場(気佐藤)でありました。
　この日、第７分団(主に高城地区の方で組織)の団員は、大勢の関係者や
家族らが見守る中、本番さながらのきびきびとした動きで日ごろの練習の
成果を披露しました。

　6 月25 日(水)、上南部中学校3 年生51 人が特
別養護老人ホームときわ寮梅の里( 滝) を訪問
し、入居しているお年寄りたちに和太鼓の演
奏を披露しました。演奏後にはお年寄りに太
鼓をたたいてもらうなど交流を楽しみました。
　また、7 月 6 日(日)、介護老人福祉施設「虹」
( 埴田) で恒例の七夕虹祭が開かれました。館
内の地域交流スペースのステージでは、太鼓
演奏、歌や踊りなどが元気よく披露され、入居
者や訪れた人たちを楽しませました。

「ワタシたちのよさこい、楽しかった？」、この日は、よさこいプ
ラリズム・子どもチームの初舞台でした

「こんな調子でええ？」「そう
そう、上手上手」とお年寄り
と話をする上中3 年生たち
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●錦(宮尾登美子)●おれたちの街
(逢坂剛)●桜遍路(津村節子)●人
生という名の手紙(D･ｺﾞｯﾄﾘｰﾌﾞ)
●登ってわかる富士山の魅力
(伊藤フミヒロ)●エネルギー危機
からの脱出(枝廣淳子)●ばあば
に教わる和のごはん(鈴木登紀
子)●野菜の種はこうして採ろ
う(船越建明)●こんなツレでゴ
メンナサイ(望月昭)

　なかよしの小鳥が死んで、
ふさぎこんでいたくま。ある
日、ふと外にでると、バイオ
リンをもったやまねこに出会
いました。くまが悲しみをの
りこえて、力づよく歩き出す
までの物語。大人が味わえる
絵本です。

上南部分館・大人向け
●断髪のモダンガール(森まゆ
み)●ＴＯＫＡＧＥ(今野敏)
●科学の扉をノックする(小川
洋子)

　「手相占い」「先祖のたたり」
「デート商法」「出会い系」「ボ
ランティア」「スピリチュア
ル」など――あえてひっか
かってみた著者が、だましの
手口を教えてくれます。若者
向けの本ですが、大人が読ん
でも「私、危なかったかも…」
と思うことがありますよ！

ゆめよみ館・大人向け
上南部分館・子ども向け
●紙芝居は楽しいぞ！(鈴木常
勝)●海の擬態生物(伊藤勝敏)
●まんげつダンス(ﾊｯﾁﾝｽ)

　広島平和記念資料館に保管
されている遺品の中から、肌
身に触れた品物を中心に撮影
した写真集。セーラー服、花
柄のワンピース、フリルの付
いた子供服、黒い雨に染まっ
た肌着。一点、一点が、原爆
の朝の情景や人々の姿を浮か
び上がらせます。

ひ
ろ
し
ま

石
内
　
都(

集
英
社)

ゆめよみ館・子ども向け
●ぼうしころころ(長谷川摂
子)●絵本星の王子さま(ｻﾝ=ﾃ
ｸﾞｼﾞｭﾍﾟﾘ)●ウミガメと少年
(野坂昭如)●ハーブの絵本
(ひろたせいこ)●恐竜さがし
(ﾃﾞｨｰｷﾞﾝ)●フリッツと満月の
夜(松尾由美)●流れゆく者
(上橋菜穂子)●伴走者たち
(星野恭子)●よい語り(松岡
享子)

(生涯学習センター内)

つ
い
て
い
っ
た
ら
、

　
　
　
　
だ
ま
さ
れ
る

多
田
文
明(

理
論
社)

くまとやまねこ
酒井駒子(河出書房新社)

お隣の国・中

2日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
3日(日) 消しゴムはんこで作ろう！　
　ブックカバーとしおり(14:00～)
4日(月) 休館
7日(木) つくってあそぼう！(14:
　00 ～)
9日(土) おはなし会(14:00 ～)
11日(月) 休館
14日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
16日(土) おはなし会(14:00 ～)
18日(月) 休館
23日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会デラックス(13:30～)
25日(月) 休館
28日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
29 日(金) 休館(月末整理日)
30日(土) おはなし会(14:00 ～)
9 月1日(月) 休館
9月6日(土) わくわくタイム(10:
　30～)、おはなし会(14:00～)

森にはふしぎがいっぱい。森の生きものや草木、
見えないものなど、いろんな本を集めました。

国の歴史や自然、言葉、絵本など、中国に関する
本を紹介します。二胡(中国の弦楽器)のＣＤやシ
ルクロードのＤＶＤもどうぞ。

　調べたいテーマについて、図書館やインターネット、実験
などを活用してまとめたレポートのコンクールです。毎日の
暮らしでふとわいた疑問から生まれた力作ぞろいで、調べ学
習や夏休みの自由研究のヒントがたくさんあります。

　昼２時～(前半・５歳くらいから、後半・小３年生くらいから)

　おはなしの語り部、佐々木康美さん(東本庄)と西川美喜子
さん(西本庄)、図書館員がむかしばなしとかいろんなおはな
しをします。お楽しみに！

　５歳くらいから楽しめます。友だちと来てネ。
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平
成
21
年
度
採
用
の
み
な
べ

町
職
員(

保
育
士)

を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。
町
の
「
ち
か
ら
」

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■　
　
保
育
士
２
人

■　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
免

許
の
両
方
を
有
す
る
方
。
ま
た

は
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に

両
方
の
資
格
等
取
得
見
込
み
の

方(

※
同
日
ま
で
に
両
方
の
資

格
等
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
こ
の
試
験
に
合
格
し

て
も
採
用
資
格
を
失
い
ま
す)

。

　
但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
成
年
被
後
見
人
、
ま
た
は

　
　
被
保
佐
人

　
②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

　
　
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る

　
　
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行

　
　
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

　
　
る
ま
で
の
人

　
③
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以

　
　
後
に
、
日
本
国
憲
法
ま
た

　
　
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

　
　
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

　
　
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

　
　
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま

　
　
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

■(1)
第
１
次
試
験 

９
月
21
日(

日)

　
　
筆
記
試
験
〔
教
養(

高
校
卒

　
　
業
程
度)

・
適
性
・
作
文
〕

(2)
第
２
次
試
験(

試
験
日
は
第

　
１
次
試
験
合
格
者
の
方
の
み

　
に
お
知
ら
せ
し
ま
す)

　
　
面
接
試
験
と
音
楽
実
技
　

　
　(

ピ
ア
ノ
・
声
楽)

■(1)
応
募
受
付
期
間
・
時
間

 

８
月
４
日(
月)

〜
８
月
19
日(

火)

　
　
　
　(
土
・
日
曜
日
除
く)

　
　
　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
30
分

(2)
提
出
書
類

　
①
み
な
べ
町
職
員
採
用
試
験

　
　
申
込
書(

役
場
２
階
総
務

　
　
課
に
あ
り
ま
す)

　
②
履
歴
書

　
③
す
で
に
資
格
等
を
有
す
る

　
　
方
は
、
そ
の
保
育
士
登
録

　
　
証
と
幼
稚
園
２
種
以
上
の

　
　
免
許
状
の
写
し

(3)
提
出
先

　
〒
６
４
５-

０
０
０
２

　
　
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

　
　
　
み
な
べ
町
役
場
総
務
課

(4)
提
出
方
法

※
提
出
先
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

　10月23日(木)の任期満了に伴う町長選
挙と町議会議員選挙は9月30日(火)告示、
10月5日(日)投開票で行われます。
　それに先立ち立候補に関する手続きの
説明会を開催します。立候補を予定して
いる方はご出席ください。なお、当日は、
立候補予定者、または代理人、合わせて３
人以内の出席でお願いします。

　
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
必
ず
「
簡
易

　
書
留
郵
便
」
と
し
、
封
筒
の

　
表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込

　
み
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

　
い
。
こ
の
場
合
、
８
月
19
日

　
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

　
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
へ
。

■日時　　９月１日(月)午後１時30分～
■場所　　役場第１庁舎３階大会議室
■問い合わせ　町選挙管理委員会(総務課
　　　　　　  内、℡72-2015)へどうぞ。



10

　
町
営
住
宅
入
居
希
望
世
帯
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。〔※所在地は、「猪野(西部)」が４階建て町営住宅の道向かいの団地内、「猪野(東部)」が

　猪野山桜並木登り口、向かって右側の団地内〕

団地名 建設
年度 (種別)・構造

猪 野
(西部)

昭和
62年

(公営)・
木 造 平 屋 建

世帯の月収要件

世帯員の合計月収
が 200,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 268,000円)以下

■

家賃(月額)

15,300～
 25,300円

募集
戸数

１戸

駐車場

無

間 取

３ＤＫ
(69.54㎡）

入居対象
世帯員数

２～３人

裁量階層とは、◎世帯員全員が52歳以上である世帯、または申込者本人が52歳以上で同居親族
が18歳未満である世帯、◎障がいの程度が身体障害者手帳１～４級所持者と同程度の方がいる
世帯、◎同居親族に小学校就学前の子どもがいる世帯、などをいいます。

平成
７年

(公営)・
木 造 平 屋 建

17,400～
 28,800円

１戸有３ＤＫ
(65.8 ㎡）

２～３人

■①
１
年
以
上
町
内
に
、
住
所
が

あ
る
、
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る

②
現
に
同
居
し
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族(

結
婚
予
定
者
含

む)

が
い
る

③
世
帯
員
全
員
に
市
町

村
税
の
滞
納
が
な
い

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る⑤
入
居
契
約
時
の
敷
金
(

家
賃
３
か
月
分)
と
毎

月
の
家
賃
が
払
え
る

⑥
世
帯
員
の
中
に
暴
力

団
員
が
い
な
い

■①
▽
入
居
申
込
書
、
▽

現
在
住
ん
で
い
る
家
屋

の
間
取
り
な
ど
を
町
が

調
査
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
書
、
▽
暴
力

団
員
で
は
な
い
か
の
照

合
に
関
す
る
同
意
書
、

▽
誓
約
書
（
こ
れ
ら
の
用
紙
は

第
２
庁
舎
・
建
設
課
、
ま
た
は

第
１
庁
舎
・
住
民
環
境
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
）

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
世
帯
員
全
員
の
平
成
20
年
度

所
得
証
明
書
（
乳
幼
児
〜
高
校

生
は
除
く
）　

④
世
帯
員
全
員
の
平
成
19
年

度
・
20
年
度
市
町
村
税
納
税
証

明
書
（
同
右
）　

⑤
そ
の
ほ
か
町
が
必
要
と
す
る

書
類
（
就
労
証
明
書
、
婚
約
証

明
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
コ

ピ
ー
、
退
職
証
明
書
、
現
在
ア

パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
方
は
そ

の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

く
わ
し
く
は
建
設
課
へ)

■　
８
月
１
日(

金)

〜
11
日(

月)

　
　 

　
　
　
　（
土
・
日
除
く
）

■　
第
２
庁
舎
・
建
設
課

（
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
な
ど
で

建
設
課
ま
で
行
け
な
い
と
い
う

方
は
、
電
話
な
ど
で
建
設
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

■　
募
集
締
め
切
り
後
、
選
考
委

員
会
で
審
査
を
行
い
、
優
先
入

居
の
有
無
、
ま
た
、
抽
選
対
象

世
帯
な
ど
を
決
め
ま
す
。
優
先

入
居
が
無
い
場
合
、
抽
選
対
象

世
帯
に
よ
る
公
開
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※
申
し
込
み
資
格
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
や
、
提
出
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出
前
に

建
設
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

猪 野
(東部)

　町は、町道新殿開南部川線上の南部川に新しく架かる橋(気
佐藤・町民広場付近～山内・新福寺付近)の名称を募集します。
　この橋の建設は、平成16年の合併の際、南部町・南部川村
合併協議会において旧町村間の連携強化を図るため計画され
ました。現在、橋台と橋脚工事を実施しており、平成20年度・
21年度で上部工(橋脚の上、渡る部分)の製作と架設を計画し
ています。完成は平成22 年3 月末の予定です。
　どうぞ皆さん、呼びやすく親しみやすい名前を考えてご応
募ください。
　 　建設課(〒645-0026 みなべ町谷口299-1 役場第２
　　　　　庁舎内)
　 　9月30日(火)まで
　 　ハガキ、便せんなど(どんな用紙でもＯＫ)に、　
　　　　　　橋の名前、住所、氏名、電話番号を書いて、郵
　　　　　　送、または直接建設課へご持参ください。
※名前を採用させていただいた方には記念品を差し上げます。

間
」、
８
月
10
日(

日)

は
「
道
の

日
」
で
す
。

　
今
年
も
県
内
一
斉
に
「
紀
州

路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
08
」
が
８

月
23
日(

土)

午
前
、
実
施
さ
れ
ま

す
。
町
で
も
主
要
な
道
路
の
清

掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
身
近
な
道
路
の
清
掃
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
雨
天
の
場
合
は
翌
24
日(

日)

に

延
期
さ
れ
ま
す
〕

　
く
わ
し
く
は
建
設
課
へ
。

▼
▼

▼
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
こ
れ
ま
で
化
粧
品
の
ビ
ン
は

他
の
ビ
ン
と
一
緒
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

埋
立
ご
み
と
し
て
収
集
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は

技
術
の
進
歩
に
よ
り
資
源
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
は
８
月
か
ら
、

化
粧
品
の
ビ
ン
を
資
源
と
し
て

分
別
収
集
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
袋
の
種
類
　
他
の
ビ
ン

５日(火)は、
火 曜 日 が
プラスチッ
ク類ごみ回
収日の地域

６日(水)は、
水 曜 日 が
プラスチッ
ク類ごみ回
収日の地域

類
と
一
緒
に
「
資
源
ご
み
用
袋
」

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
日
　
ビ
ン
類
の
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課
・

環
境
係
へ
。

　
町
は
、
生
ご
み
の
減
量
を
目

的
と
し
て
、
各
家
庭
、
各
事
業

所
を
対
象
に
、
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
費
の
助
成
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
購
入
を
考
え
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
旧
村
で
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
い
て
も
、
５
年
が
経

過
し
て
い
れ
ば
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
購
入
費
の
３
分

の
１
以
内(

但
し
、
家
庭
用
の
助

成
額
の
上
限
は
５
万
円
、
事
業

所
用
の
上
限
は
10
万
円)

で
す
。

　
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は

住
民
環
境
課
・
環
境
係
へ
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家

庭
な
ど
の
児
童
の
す
こ
や
か
な

成
長
の
た
め
に
支
給
さ

れ
ま
す
。〔
但
し
、
所
得

制
限
が
あ
り
、
請
求
者

と
扶
養
義
務
者
等
の
前

年
の
所
得
が
限
度
額
以

い
る
方
に
は
８
月
中
ご
ろ
か
ら

発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
特
別
便
が
届
い
た
方
は
、
記

載
さ
れ
て
い
る
年
金
記
録
を
確

認
の
上
、「
回
答
票
」
に
記
入
し

て
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。(

平
成
８
年
以

前
に
旧
姓
で
加
入
し
て
い
た
方

は
、
当
時
の
記
録
に
漏
れ
が
な

い
か
ご
注
意
く
だ
さ
い)

上
の
場
合
は
、
そ
の
年
度(

８
月

か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で)

は
、
手

当
の
全
部
、
ま
た
は
、
一
部
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
〕

　
児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
に
は
、
毎
年
８
月
に
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
８
月
29
日(

金)

ま
で
に

住
民
環
境
課
へ
手
続
き
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
が
た
だ
今
、
年

金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
発
送
し

て
い
ま
す(

発
送
は
10
月
ま
で)

。

但
し
、
特
別
便
配
布
協
力
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
方
に
は
事

業
所
か
ら
直
接
手
渡
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

特
別
便
を
発
送
す
る
た
め
、こ
れ

ま
で
送
付
し
て
い
た「
58
歳
通
知
」

「
35
歳
通
知
」は
昨
年
11
月
で
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

昭
和
24
年
４
月
２
日
〜
26
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
、特
別
便
の
記
録

に
も
れ
や
間
違
い
が
な
い
と
回
答

し
た
方
に
は
、年
金
見
込
額
試
算

表
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

(

但
し
、
記
載
さ
れ
た
記
録
だ
け

で
年
金
請
求
に
必
要
な
期
間
を
満

た
し
て
い
る
場
合
の
み)

■



害
者
等
福
祉
手
当
は
障
が
い
が

あ
り
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
20

歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

(

※
ど
ち
ら
も
支
給
額
は
月
額
５

０
０
０
円
で
、
９
月
と
３
月
に
半

年
分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま
す)

　
ど
ち
ら
も
対
象
に
な
る
の
は
、

●
町
内
に
住
み(

在
宅
障
害
者

等
は
１
年
以
上)

、
●
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
お
ら
ず
、
次
の
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を

持
っ
て
い
る
場
合
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
・
３
級
・
４
級
、
②
療
育
手
帳

Ａ
・
Ｂ
、　
③
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級

　
な
お
、
支
給
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
　

〔
但
し
、
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手

当
に
は
収
入
制
限(

年
収
73
万

２
１
０
０
円)

が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
国
民
年
金
障
害
基
礎
年

金
１
級
か
２
級
を
受
給
し
て
い

る
方
は
年
金
額
が
制
限
額
を
超

え
ま
す
の
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
〕

　
支
給
の
対
象
に
な
る
が
、
申

請
し
て
い
な
い
と
い
う
方
は
、

８
月
29
日(

金)

ま
で
に
保
健
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
平
成
16
年
10
月
以
降
、

す
で
に
申
請
を
す
ま
せ
た
と
い

う
方
は
不
要
で
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
、
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
、
ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て

安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
子
ど
も
を
、
家
庭
で
養
育
し

て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
毎
年

８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
８

月
初
め
に
現
況
届
の
用
紙
を
送

り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
８

月
29
日(
金)

ま
で
に
、
保
健
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

当
は
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
扶
養
し

て
い
る
方
に
、
ま
た
、
在
宅
障
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
制
度
が
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

①
均
等
割
額
の
７
割
軽
減
が

８
・
５
割
軽
減
に

　
世
帯
の
所
得
水
準(
後
期
高

齢
者
医
療
加
入
本
人
と
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額)

に
応
じ
て
、
保
険
料
の
均
等
割

額
が
７
割
・
５
割
・
２
割
と
軽

減
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
７

割
が
８
・
５
割
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
・
５
割
軽
減
に
な
っ
た
方

の
平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
、

年
額
１
１
２
０
０
円
か
ら
５
４

０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
年
金
か
ら
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
方
は
、

10
月
支
給
分
か
ら
来
年
２
月
支

給
分
ま
で
の
天
引
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

②
低
所
得
の
方
の
所
得
割
額
が

一
律
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す

　
保
険
料
の
所
得
割
を
負
担
す

る
方
の
う
ち
、
基
礎
控
除
後
の

総
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の

方(

例
え
ば
、
年
金
収
入
が
２
１

１
万
円
以
下
で
他
に
所
得
が
な

い
方)

は
一
律
、
平
成
20
年
度
保

険
料
の
所
得
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
但
し
、
年
金
収
入
１
５
３
万

円
以
下
の
み
の
方
は
、
元
々
所

得
割
額
０
円
の
た
め
軽
減
の
対

象
外
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
方
は
保
険
料
の

納
付
を
、
年
金
か
ら
の
天
引
き

に
か
え
て
、
金
融
機
関
の
口
座

か
ら
の
振
替
納
付
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税

を
確
実
に
納
付
し
て
い
た
方

▼
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未

満
で
、
連
帯
納
付
義
務
者
で
あ

る
配
偶
者
ま
た
は
世
帯
主
と
同

居
し
て
い
る
方
（
こ
の
場
合
、
保

険
料
は
本
人
の
口
座
か
ら
で
は

な
く
、
配
偶
者
か
世
帯
主
の
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
り
ま

す
。
引
き
落
と
さ
れ
た
保
険
料

は
、
配
偶
者
か
世
帯
主
の
申
告

時
、
社
会
保
険
料
と
し
て
控
除

で
き
ま
す
）

　
右
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

　
平
成
20
年
10
月
１
日(

水)

か

ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

【
全
額
免
除
】

　
対
象
が
従
来
の
身
体
障
が
い

者
、
重
度
の
知
的
障
が
い
者
か

ら
拡
大
さ
れ
、
ま
た
生
活
状
態

の
条
件
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

 

世
帯
員
に
身
体
障
が
い
者
、

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い

者
が
お
り
、
世
帯
員
全
員
が
市

町
村
民
税
非
課
税
の
場
合
、
全

額
免
除
に
な
り
ま
す
。

【
半
額
免
除
】

　
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

 

世
帯
主
が
重
度
の
身
体
・
知

的
・
精
神
障
が
い
者
の
場
合
、
半

額
免
除
に
な
り
ま
す
。
身
体
障

が
い
者
に
は
内
部
機
能
障
が
い

者
等
も
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
世
帯
主
が
視
覚
・
聴

覚
障
が
い
者
の
場
合
、
半
額
免

除
と
な
る
の
は
従
来
通
り
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
保
健
福

祉
課
で
免
除
の
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ

も
同
課
へ
。

口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
す

る
方
は
、
８
月
20
日(

水)

ま
で
に

保
健
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
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地区名
堺
〃
埴田
片町
新町
北道
南道
芝
芝崎
東吉田
気佐藤
新庄
千鹿浦
山内
東岩代
西岩代

長寿クラブ名
堺第１長寿クラブ
堺第２長寿クラブ
福寿会
和交クラブ
新町長寿クラブ
王子クラブ
南道長寿会
栄寿クラブ
芝崎不老寿会
東吉田長寿クラブ
気佐藤長寿クラブ
新庄長寿クラブ
　
山内長寿会
寿クラブ
喜楽会

役 員 名
平 野 榮 治
並 木 与 次
坂本健三郎
谷 地 謙 三
小 川 哲 男
草 分 正 彦
栗 山 　 雄
伊 藤 武 好
嶋 田 邦 夫
宮 本 孝 一
尾 崎 盛 雄
丸 山 　 勇
貴 志 幸 代
尾 中 直 次
地主昭太郎
貴 志 貞 夫

地 区 名
谷口
筋
徳蔵
熊岡
晩稲
〃
東本庄
　〃
西本庄
滝・高野
土井・市井川
熊瀬川
島之瀬・広野
東神野川
大川・名之内
木ノ川・軽井川

長寿クラブ名
第一寿養会
第二寿養会
第三寿養会
和楽会
松寿会
梅の里
明老会
天寿会
楽生会
城西第一寿会
城西第二寿会
梅寿会

第一清寿会
第二清寿会

役 員 名
大久保　栄
谷 　 操 子
大 野 恒 子
大 木 政 敏
森 山 武 夫
内本田鶴男
安 井 竹 男
植 野 恒 之
井上昭四郎
畑 中 憲 治
樫 本 政 夫
坂 本 定 三

勝 股 文 男
平 山 榮 市

福寿会 舩 山 　 登

( 敬称略) 　
今
年
も
、
75
歳
以
上
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
敬
老
福
祉
大
会

「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど

い
」
を
９
月
４
日(

木)

、
５
日(

金)

の
２
日
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

(

山
内)

で
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
日
を

楽
し
く
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
の
対
象
は
昭
和

９
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
皆
さ
ん
で
す
。

●
４
日
の
参
加
対
象
地
区

南
部(

堺
・
埴
田
・
片
町)

地
区
、

岩
代
地
区
、
上
南
部
地
区

●
５
日
の
参
加
対
象
地
区
　
　

南
部(

堺
・
埴
田
・
片
町
以
外)

地
区
、
高
城
地
区
、
清
川
地
区

　
対
象
の
皆
さ
ん
に
は
７
月
末

に
案
内
状
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

参
加
申
込
書
を
同
封
し
て
い
ま

　
７
月
１
日(

火)

、
み
な
べ
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
社
団

法
人
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
経
験
と
能
力
を
地
域
で

生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
17
年
11
月
に
発
足
し

ま
し
た
。
以
後
、
順
調
に
活
動

を
続
け
、
こ
の
ほ
ど
▽
会
員
１

０
０
人
以
上
、
▽
年
間
就
業
人

数
５
０
０
０
人
以
上
、
▽
町
か

ら
助
成
金
が
あ
る(

平
成
20
年

度
は
３
０
０
万
円)

、
な
ど
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
た
た
め
、

県
か
ら
社
団
法
人
と
し
て
認
可

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ら
に

会
員
を
募
集
中
で
す
。
生
き
が

い
づ
く
り
の
た
め
、
そ
し
て
地

域
の
た
め
ぜ
ひ
一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
と
の
こ

と
で
す
。
な
お
、
会
員
の
条
件

は
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
も
に

当
て
は
ま
る
方
で
す
。

①
町
内
在
住
、
②
お
お
む
ね
60

歳
以
上
、
③
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
、
④
同
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
、
⑤
定
め
ら
れ

た
会
費(

年
間
１
２
０
０
円)

を

納
め
る
意
志
が
あ
る

　
ま
た
、
仕
事
の
提
供
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
う
仕
事

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

▽
技
能
分
野(

簡
単
な
大
工
・
左

官
・
塗
装
・
剪
定
な
ど)

、
▽
野

外
の
一
般
作
業(

草
刈
り
・
建
物

の
周
辺
清
掃
な
ど)

、
▽
サ
ー
ビ

ス
分
野(

掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
・

育
児
支
援
な
ど)

、
▽
施
設
管

理
、
事
務
な
ど

　
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ

は
、(

社)

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー(

片
町 

は
あ
と
館
内
、

℡
72-

１
３
８
９)

へ
ど
う
ぞ
。

7月16日(水)、北道のあるお家から依頼
され、庭木の剪定や草引きなどに精を
出すシルバー会員さん。その真面目な
仕事ぶりには定評があります。

す
の
で
、
ご
記
入

の
上
、
８
月
12
日

(

火)
ま
で
に
ご
自

分
の
地
区
の
長

寿
ク
ラ
ブ
役
員

さ
ん(

上
表)
に

お
渡
し
く
だ
さ

い
。

　
く
わ
し
く
は
、

ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー(

保
健
福
祉

課)

へ
。



て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
７
日(

日)

、
朝
８
時
、
避

難
放
送
を
行
い
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
町
が
指
定
し

た
避
難
場
所
や
各
区
で
定
め
た

避
難
場
所
へ
急
い
で
く
だ
さ
い
。

(

解
除
放
送
は
８
時
20
分
に
行

い
ま
す)

　
な
お
、
雨
天
の
と
き

も
予
定
通
り
行
い
ま
す
。

　　
町
は
、
耐
震
診
断
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
、
２
階
以

下
、
延
べ
面
積
２
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
一
般
木
造
住

宅(

共
同
住
宅
や
長
屋
住
宅
、
店

舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
も
含

む)

で
す
。

　
町
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
、

も
し
耐
震
補
強
が
必
要
と
判
定

さ
れ
た
場
合
、
改
修
補
助
金
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み
や

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
方
は
、
合
わ
せ
て
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
へ
。

　
旧
町
内
の
皆
さ
ん
の
お
家
に

は
、
災
害
や
気
象
警
報
発
令
な

ど
の
情
報
を
確
実
に
お
伝
え
す

る
た
め
に
戸
別
受
信
機
が
備
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
電
源
は

家
庭
用
の
電
気
で
す
が
、
乾
電

池
も
内
臓
で
き
ま
す
。

　
乾
電
池
を
内
臓
し
て
い
る
場

合
、
そ
の
寿
命
が
切
れ
た
の
に

入
れ
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く
と

液
漏
れ
す
る
こ
と
が
あ
り
、
受

信
機
本
体
の
故
障
の
原
因
に
な

り
ま
す
。「
電
池
、
ず
っ
と
入

れ
っ
ぱ
な
し
や
」
と
い
う
方
は

一
度
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
へ
。

　
８
月
15
日(
金)
は
63
回
目
の

終
戦
記
念
日
。
ま
た
、「
戦
没
者

を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
、
先
の
大
戦
で
国
を
、

自
分
の
家
族
を
守
る
た
め
に
尊

い
自
分
の
命
を
捧
げ
た
方
々
に

思
い
を
は
せ
、
こ
の
方
々
が
身

14

　
５
月
12
日(

月)

に
起
こ
っ
た

中
国
・
四
川
大
地
震
の
恐
怖
も

さ
め
や
ら
ぬ
６
月
14
日(

土)

朝
、

岩
手
県
と
宮
城
県
で
最
大
震
度

６
強
の
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

大
勢
の
方
の
死
傷
に
心
を
痛
め
、

一
瞬
で
崩
落
し
た
山
の
残
骸
の

映
像
な
ど
を
見
て
「
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ

る
東
南
海
・
南
海
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
…
」
と
心
配
に
な
っ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
は
、
防
災
意
識
を
さ
ら
に

高
め
、
防
災
行
動
力
を
確
実
に

身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
今
年
も
全
町
一
斉
に
防

災
訓
練(

避
難
訓
練)

を
実
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、「
地
震

が
起
こ
っ
た
そ
の
時
、
自
分
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
地
域
で

助
け
合
っ
て
ど
う
行
動
し
た
ら

よ
い
か
」
と
考
え
る
機
会
に
し

を
挺
し
て
築
い
て
く
れ
た
平
和

の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
町
は
こ
の
日
の
正
午
、
鎮
魂

の
た
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、
心
を
込
め
て
黙
祷
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
７
月
14
日(

月)

、
平
成
20
年
第

２
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ

(

会
期
１
日)

、
次
の
２
議
案
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
南
部
小
学
校
教
育
環
境
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
㈱
池
田
土
木

　
平
成
20
年
第
３
回
町
議
会
定

例
会
（
９
月
議
会)

は
９
月
３
日

（
水)

か
ら
開
会
予
定
で
す
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
19
年

度
各
会
計
の
決
算
や
補
正
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
各
議
員
の
一
般
質
問
も

行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
傍

聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
町
内
一
斉
放
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
議
員
で
の
議
会
定

例
会
の
開
催
は
今
回
で
最
終
と

な
り
ま
す
。

(

芝
崎)

と
７
１
２
９
万
５
０
０

０
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
。

■
町
道
新
殿
開
南
部
川
線
橋
梁

新
設
上
部
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
㈱
富
士
ピ
ー
・

エ
ス
関
西
支
店(

大
阪
市)

と
５

億
５
０
２
０
万
円
で
請
負
契
約

を
締
結
す
る
。

　
７
月
14
日(

月)

、
小
谷
芳
正
副

町
長
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

退
任
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
後
任
の
副
町
長
は
選

任
せ
ず
、
当
分
の
間
空
席
と
な

り
ま
す
。



15

　

　
国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ

(

埴
田)

で
は
、
６
月
初
め
か
ら

館
内
の
耐
震
工
事
と
合
わ
せ
て
、

地
下
１
階
の
浴
場
北
側
に
露
天

風
呂
の
新
設
工
事
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

い
よ
い
よ
８
月
１
日(

金)

か
ら

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
す
ぐ
目
の
前
に
海
が
広
が
る

露
天
ス
ペ
ー
ス
に
岩
風
呂(

約

10
平
方
メ
ー
ト
ル)

と
ヒ
ノ
キ

風
呂(

約
11
平
方
メ
ー
ト
ル)

が

設
け
ら
れ
、
温
泉
を
楽
し
み
な

が
ら
、
心
地
よ
い
潮
風
や
波
の

音
を
直
接
肌
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
露
天
風
呂
は
、
こ
れ
ま
で
宿

泊
客
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
こ

と
を
受
け
設
置
し
た
も
の
で
す

が
、
町
内
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

誘
い
合
わ
せ
て
お
い
で
い
た
だ

き
ゆ
っ
く
り
お
く

つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

◎
入
浴
の
み
の
場

合
、
料
金
は
中
学
生

以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
以
下
３
０
０

円
で
す
。

◎
入
浴
時
間
は
午

前
11
時
〜
午
後
８

時
で
す
。(

但
し
、
８

月
中
は
入
浴
の
み

の
場
合
、
午
後
５
時

ま
で
で
す)

(

水
曜

日
定
休)

　
最
近
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
「
新
聞
の
折
込
チ
ラ
シ
を
見

て
、
電
話
で
農
作
業
の
手
伝
い

や
屋
根
修
理
を
依
頼
し
て
作
業

し
て
も
ら
っ
た
が
、
料
金
が
法

外
だ
」
と
い
っ
た
内
容
の
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
料
金
の
見
積
も
り
を
頼
ん
だ

だ
け
で
、
い
き
な
り
自
宅
に
作

業
に
き
た
」「
料
金
が
高
い
と
断

る
と
、
高
額
な
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
う
相
談

も
あ
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
業
者
に
電
話
を
す
る
前
に

　
悪
質
な
業
者
は
、
一
度
電
話

を
す
る
だ
け
で
言
葉
巧
み
に
消

費
者
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
電

話
を
す
る
前
に
、
ま
ず
身
近
な

方
、
信
頼
で
き
る
方
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
の
相
談

窓
口
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

○
作
業
を
依
頼
す
る
時
に
は

①
見
積
も
り
に
要
す
る
金
額
を

確
認
す
る
↓
②
作
業
に
要
す
る

料
金
を
確
認
す
る
↓
③
料
金
が

適
正
か
ど
う
か
判
断
す
る
↓
④

契
約
す
る(

作
業
に
か
か
っ
て

も
ら
う)

、
と
い
う
手
順
を
踏
む

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
高
い
と
思
っ
た
時
は
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

頼
ん
で
い
な
い
の
に
作
業
す
る

人
が
来
た
場
合
も
、
は
っ
き
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
は
、
県

消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー(

℡

０
７
３-

４
３
３-

１
５
５
１)

、

同
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所(

℡
24-

０
９
９
９)

、
役
場
産
業
課
へ
。

　
今
年
、
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
手
を
か

え
品
を
か
え
悪
質
巧
妙
な
手
口

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
人
ご

と
と
思
わ
ず
、
撃
退
法
を
ご
家

族
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

○
常
時
「
留
守
番
電
話
」
に
セ
ッ

ト
し
て
お
き
、
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
も
と
り
あ
え
ず
「
留
守

番
電
話
」
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
身

内
の
方
と
「
合
言
葉
」
を
決
め
、

相
手
が
確
認
で
き
た
ら
受
話
器

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○ 
留
守
番
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
吹
き
込
み
直
す
の
も
効
果
的

で
す
。
例
え
ば
、

▽
「
ご
用
件
の
方
は
お
名
前
と

用
件
を
ど
う
ぞ
。
身
内
の
方
は

合
言
葉
を
ど
う
ぞ
。
確
認
で
き

な
け
れ
ば
電
話
に
は
で
ま
せ
ん
」

▽
「
振
り
込
め
詐
欺
対
策
と
し

て
、
お
名
前
と
ご
用
件
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話
は

す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
ま
す
」

※
一
人
暮
ら
し
の
方
は
、
自
分

の
名
前
を
先
に
名
乗
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
の

電
話
番
号
が
わ
か
る
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
別
途
の
契
約
が
必
要

で
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
電
話

会
社
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
ら
か
じ
め
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る

１
日
あ
た
り
の
利
用
限
度
額
を

引
き
下
げ
て
お
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
引
き
下
げ
て
お
く
こ
と

で
、
万
が
一
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
に
あ
っ
た
場
合
で
も
、
被

害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
金
融
機

関
の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木の匂いもかぐわしい
ヒノキ風呂 ▼

自
然
の
石
を
配

し
た
岩
風
呂▼
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今
年
も
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
が

次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
来

春
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学

校
を
卒
業
予
定
の
方
、
都
会
の

職
場
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
地
元

で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
田
辺-

紀
南
合
同
企
業
説
明
会

▽
８
月
12
日(

火)

13
時
〜
16
時

▽
田
辺
市
文
里
、
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
ハ
ナ
ヨ

▽
問
合
先
　
田
辺
商
工
会
議
所

(

℡
22-

５
０
６
４)

、
み
な
べ
町

商
工
会(

℡
72-

３
２
２
５)

■
き
の
く
に
人
材
Ｕ
タ
ー
ン

フ
ェ
ア

▽
８
月
13
日(

水)

12
時
〜
17
時

▽
和
歌
山
市
友
田
町
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

▽
問
合
先
　
県
経
営
者
協
会(

℡

０
７
３-

４
３
１-

７
３
７
６)

■
日
高
地
方
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

▽
８
月
14
日(

木)

13
時
〜
15
時

30
分

▽
御
坊
市
民
文
化
会
館

▽
問
合
先
　
県
地
域
労
使
就
職

支
援
機
構(

℡
０
７
３-

４
０

２-

２
１
１
１)

　
県
が
、
若
年
求
職
者
の
た
め

の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を

県
内
各
地
で
開
催
中
で
す
。
自

分
ら
し
さ
を
最
大
限
に
活
用
し

て
就
職
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い(

参

加
費
無
料)

。

　
主
な
会
場
は
次
の
通
り
で
す
。

●
御
坊
商
工
会
議
所(

御
坊
市
薗)

▽
高
校
生
対
象
　
８
月
５
日(
火)

●
和
歌
山
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー(

和
歌
山
市
紀
三
井
寺)

▽
若
年
求
職
者
対
象
　
８
月
21

日(

木)

・
22
日(

金)

▽
高
校
生
対
象
　
８
月
７
日(

木)

●
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ

ｉ
ｇ
・
Ｕ(

田
辺
市
新
庄
町)

▽
若
年
求
職
者
対
象
　
８
月
28

日(

木)

・
29
日(

金)

　
定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
20
人
で
す
。

　
参
加
申
し
込
み
と
問
い
合
わ

せ
は
、
県
庁
労
働
政
策
課(

℡
０

７
３-

４
４
１-

２
８
０
５)

へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

も
で
き
ま
す
。(https://www.epref

-wakayama.jp/sinsei/index.html)

　
自
衛
隊
が
平
成
20
年
度
自
衛

官
採
用
試
験
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。（
①
応
募
資
格
、
②
受
付

期
間
、
③
試
験
日
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士(

男
子)

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
、
②
９

月
24
日
ま
で
、
③
９
月
25
日
か
、

27
日
の
い
ず
れ
か
希
望
日

●
同(

女
子)

①
18
歳
以
上
27
歳

未
満
、
②
８
月
１
日
〜
９
月
10

日
ま
で
、
③
９
月
28
日

●
一
般
曹
候
補
生
　
①
18
歳
以

上
27
歳
未
満
、
②
８
月
１
日
〜
９

月
10
日
ま
で
、
③
１
次
＝
９
月
20

日
、
２
次
＝
10
月
11
日
・
14
日

●
航
空
学
生
　
①
高
卒(

見
込

含)

21
歳
未
満
、
②
８
月
１
日
〜

９
月
10
日
ま
で
、
③
１
次
＝
９

月
23
日
、
２
次
＝
10
月
18
日
〜

23
日
、
３
次
＝
11
月
15
日
〜
12

月
12
日

〔
▽
年
齢
は
平
成
21
年
４
月
１
日

現
在
、
▽
採
用
時
期
は
平
成
21

年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
〕

　
願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
自
衛
隊
御
坊
地
域
事

務
所(

℡
０
７
３
８-

23-

０
０

２
０)

か
、
役
場
総
務
課
へ
。
自

衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。(http://www.mod.go.jp/

pco/wakayama/)

　
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ

ト
が
、
平
成
20
年
度
後
期
の
大

学
院
科
目
等
履
修
生
・
学
部
開

放
授
業
受
講
生
を
募
集
中
で
す
。

　
科
目
や
講
義
日
程
は
下
表
の

通
り
で
す
。

●
開
講
場
所
　
田
辺
市
新
庄
町
、

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ

ｇ
・
Ｕ

●
申
込
締
切
日
　
８
月
30
日(

土)

子どもの運動遊びと野外活動
コミュニティと地域福祉

現代社会と法
紀南の自然研究－その豊饒と危機－
都市・地域・生活環境の計画

科 　 　 　 目
大学院授業〔主に金曜日(17:30～20:40)と土曜日(9:30～15:00)開講〕

学部授業〔主に土曜日(13:30～16:40)開講〕

(

延
長
す
る
場
合
あ
り)

9/12,13,19,20,26,27
10/10,11,17,18,24,25
10/31,11/1,7,8,14,15

9/27,10/25,11/8,15,12/13,20
10/4,11,18,11/22,29,12/6

定員

10人
10人
10人

50人
50人

講 義 日 程

　
授
業
内
容
、

費
用
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
の
問

い
合
わ
せ
と
受

講
申
し
込
み
は
、

同
サ
テ
ラ
イ
ト

事
務
室(

℡
23-

３
９
７
７)

へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、h

t
t
p
:
/
/

www.wakayama-
u.ac.jp/kinan
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

13:00～13:308 月27 日(水)

　～ふれ愛センター～

　8月7日(木)・21日(木) 13:30～15:00

(社会福祉センター)
8月8日(金)・22 日(金)・29 日(金) 18:00～21:00

13:00～13:308 月 5 日(火)

5 日は、清川中3年生が思春期体験学習で健診の
お手伝いをします。

※

　ミニドックの結果説明会の説明日と説明場所は下表
の通りです。受診された方はお忘れなく。指定日に都
合が悪い方は、指定日より後の日にお越しください。

１日(金)
５日(火)
６日(水)
８日(金)
19 日(火)

８月
説明日 説 明 場 所

芝 崎 会 館
〃
〃

ふれ愛センター
〃

20 日(水)
22 日(金)
26 日(火)
27 日(水)
29 日(金)

ふれ愛センター
〃
〃

清 川 公 民 館
高 城 公 民 館

説明日 説 明 場 所

８月

４ か 月 児 健 診
(平成20年4月生まれ)

１歳６か月児健診
(平成18年12月・19年1月生まれ)

上記のいずれも対象のお子さん(方)には案内状
(予診票同封)を送ります。

※

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

8 月 7 日(木) 13:00～13:30Ｂ Ｃ Ｇ
対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得
　ない場合は１歳まで)

8月29日(金) 13:00～13:20
対象　平成19年6月・7月生まれのお子さん

麻しん風しん混合(１期)

9 月 3 日(水)
9 月 5 日(金)

13:00～13:20麻しん風しん混合(２期)

対象　平成14年4月2日～15年4月1日生まれのお子さん
　(幼・保年長児相当)

清川保育所(℡76-2251)
南部保育所(℡72-4520)
高城保育所(℡75-2044)
上南部保育所(℡74-3022)

１日(金)10:00 ～ 11:00
７日(木)10:00 ～ 11:00
７日(木)10:00 ～ 11:00
８日(金)10:00 ～ 11:00

(いずれも雨天中止、着替え・タオルご持参ください)

１ ０ か 月 児 健 診
(平成19年10/1～10/15生まれ)

上保・清保がお外で自由遊び
　４日(木)10:00 ～11:00 (雨天中止)
高保が12 日(金)お月見会、南保はお休み

７月のミニドックで、国保メタボ健診( 特定健
診)を受診された方は1,439 人でした。

８月の結果説明会では、そのう
ち40～64 歳のメタボ保健指導(特
定保健指導) が必要な方に、医師
または保健師から声をおかけしま
すので、自身の健康のためすすん
でメタボ教室を受講しましょう。

メタボが怖いのは、特に自覚症状がないため、その
状態をそのまま放置しがちなことです。糖尿病･ 高血
圧･ 脂質異常はどれも「沈黙の病気」と呼ばれ、危機
意識をもちにくいまま、病状がすすんでいきます。
ちょっと血圧が高め、ちょっと血糖値が高い…、一つ
ひとつの異常は軽度でも、重なると病気の発症はグン
と高くなります。メタボの状態をよりはやく解消する
ことで、将来の病院通いや食事制限などを避けること
ができます。

メタボ教室とは、国保メタボ健診の結果、このまま
だと深刻な生活習慣病を発症するリスクが高いが、生
活習慣を改善すれば予防効果が高いと判断された 4 0
～ 6 4 歳の方を対象に実施される、生活習慣病予防の
支援教室です。各参加者に合わせて、保健師や栄養士
が個別に、またはグループで保健指導を行います。

※受付時間は、いずれも昼１時～２時30分です。
　但し、子宮・乳房(触診)検診の受付は１時～１時30分です。

　平成2 年4 月2 日～3 年4 月1 日生まれの高
校３年生に相当する皆さん、もう麻しん風し
ん(Ⅳ期)混合予防接種をしましたか。まだの
方は８月末までに町内の各医療機関で接種し
てください(無料)。また、中学１年生で、麻
しん風しん(Ⅲ期)混合予防接種を未接種のお
子さんも８月末までにお忘れなく。

来年２月までの６か月間のチャレンジです。
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■■■■■
●18日(月)13:30～15:30
●役場第１庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 28 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

◆休日年金相談窓口開設→
　 毎週土・日(9:30～16:00)
　　ねんきん特別便について
　　のみ相談を受けます。
◆平日は19:00まで年金相談窓
　口受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■南部保・高城保、おひさま広
場(保育所開放)・プール遊び
(10:00～)
■清川保、避難訓練
■岩代小4～6年、登校日
■清川小、登校日
■南部中新体操部、中体連近畿
大会出場
■上南部中1年、登校日
■清川中1年、平和学習で大阪へ
■ＢＣＧ予防接種(生後3か月以
上6か月未満)(13:00～･ふれ愛
センター)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■つくってあそぼう(14:00～・
ゆめよみ館)

■高城保、お弁当作り
■高城小5・6年、登校日
■清川中2年、職業体験学習(～
21日)

■高城小5・6年、臨海学習(～21
日)
■南部中、全校登校日
■こひつじランドつどいのひろ
ば・きらきら(10:00～・愛之園
保)
■おはなしをきく会(14:00～・
生涯学習センター)

■南部保、絵本の読み聞かせ
■Ｕターンフェアin田辺-紀南
合同企業説明会(13:00～・田辺
市 ガーデンホテルハナヨ)

■上南部保、保育参観
■南部幼全園児、登園日
■南部小、登校日
■高城小3・4年、登校日
■第56回近畿学校農業クラブ連
盟和歌山大会(12:00～・紀南文
化会館大ホール＆小ホール)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

戦没者を追悼し平和を祈念する
日(正午にサイレンを鳴らしま
すので黙祷をお願いします)

■紀州路クリーン大作戦2008
■さゆりんのおはなし会デラッ
クス(13:30～・ゆめよみ館)

■少年メッセージ2008県大会
(上富田町)(上南部中2年、中川
陽香さんが出場します)

■高城中PTA作業
■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)

■ごみ収集、休み(～15日)
■きのくに人材Ｕターンフェア
(12:00～・和歌山市 ホテルグラ
ンヴィア和歌山)

■日高地方Ｕターンフェア(13:
00～・御坊市民文化会館)
■県開設 こうのとり相談(15:30
～17:30・田辺保健所) (不妊に
悩んでいる方の相談を専門医師
がお受けします。毎月2回開催。
事前予約必要。予約＆問合は田
辺保健所℡22-1200 内線672へ)

■県開設 こうのとり相談(15:
30～17:30・田辺保健所)
■南部小PTA 家庭教育部会、
ルーシーダットン(タイ国の健
康体操)教室(19:30～)

■町内各小中、2学期始業式
■上南部保、避難訓練(火災想
定)
■清川保、絵本の読み聞かせ
■こひつじランド星の子広場(０
～１歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■１歳６か月児健診(H18 年12
月・19年1月生まれ)(13:00～･ふ
れ愛センター)

■南部保、避難訓練
■ひかり保、絵本読み
■こひつじランド星の子広場(１
～５歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■「紀州みなべの梅酒」の製造・
販売にあたって、国税局＆保健
所の説明会(13:30～・役場第1庁
舎)
■南部高校吹奏楽部演奏会(18:
00～・紀南文化会館大ホール)

■南部小、夏休み作品展(～9月
2日)
■岩代小、平和学習
■麻しん風しん(1期)予防接種
(H19年6月・7月生まれ)(13:00
～･ふれ愛センター)
■清川中、「めぐみ－引き裂かれ
た家族の30年」上映会

■清川保、おひさま広場(保育
所開放)・プール遊び(10:00～)
■愛之園保すみれ組、田辺海上
保安部の「海の安全のお話」
■南部幼 年少・年中、登園日
■南部中吹奏楽部、県吹奏楽コ
ンクール出場
■上南部中1・3年、職場体験学習
■二種混合予防接種(岩代小6
年・上南部小6年対象)(13:00～･
ふれ愛センター)

■高城保、避難訓練(地震想定)
■第56回近畿学校農業クラブ連
盟和歌山大会(9:00～・紀南文化
会館大ホール)

■ひかり保、避難訓練
■愛之園保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんと一緒に遊ぼう(eco孫爺)
■岩代小、校内水泳大会／夏休
み作品展(～9月1日)
■上南部小・高城小、夏休み作
品展(～29日)
■高城中全学年、臨海体験学習
(潮岬青少年の家ほか)
■清川中、税の学習会
■県による巡回職業相談(13:30
～・南部公民館)

■南部幼・白梅幼、2学期始業式
■「未来の科学の夢絵画展＆発
明発見創意くふう展」の応募作
品受付開始(～12日)
■町長選挙・町議会議員一般選
挙立候補者説明会(13:30～・役
場第1庁舎)

■テープ類一斉回収(水曜日が
プラごみ回収日の地域の方、出
してください)
■こひつじランド星の子広場
(０～１歳)(10:00～･愛之園保)
／マタニティサロン(13:30～･
愛之園保)

■愛之園保すみれ組、お泊まり
保育(～10日)

■テープ類一斉回収(火曜日がプ
ラごみ回収日の地域の方、出し
てください)
■南部小、登校日
■高城小、登校日(平和学習)
■清川中2年、平和学習で広島県
へ(～6日)
■こひつじランド星の子広場(１
～５歳)(10:00～･役場第１庁舎)
■４か月児健診(H20年4月生ま
れ)/10か月児健診(H19年10/1～
10/15生まれ)(13:00～･ふれ愛セ
ンター)(※清川中3年生が思春期
体験学習で健診のお手伝いをし
ます)

■岩代小PTA、アルミ缶回収
■上南部小親師会、校内環境整
備作業
■清川小、奉仕作業
■南部中、環境整備作業

■９月議会開会(予定)
■麻しん風しん(2期)予防接種
(幼・保の年長児相当)(13:00～･
ふれ愛センター)

■元気!ふれあい長寿の集い(11:
00～・紀州南部ロイヤルホテル)
■麻しん風しん(2 期)予防接種
(幼・保の年長児相当)(13:00～･
ふれ愛センター)

■上南部中、廃品回収
■消しゴムはんこで作ろう！
ブックカバーとしおり(14:00
～・ゆめよみ館)
■日高地方障害児者のつながり
を広めるサマースクール(日高町)

無 料
秘密厳守( )

■上南部保・清川保、おひさま広
場(保育所開放)・お外で自由遊び
(10:00～)
■元気!ふれあい長寿の集い(11:
00～・紀州南部ロイヤルホテル)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■町内一斉防災訓練(朝8 時の
避難放送とサイレンを合図にご
参加ください)

■上南部小、登校日
■上南部保、おひさま広場(保育
所開放)・プール遊び(10:00～)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい よちよち(10:00
～・ふれ愛センター)

◆夏の省エネｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(～9月30日)
◆青い羽根募金活動強調月間

◆自然に親しむ運動(～8月20日)
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆食品衛生月間

◆電気使用安全月間
◆道路ふれあい月間
◆観光週間(１日～７日)

◆製品安全点検日

◆道の日

■愛之園保、避難訓練
■高城小1・2年、登校日
■高城中3年、キャリア学習(～
26日)
■人権・行政相談(13:30～・役
場第1庁舎)

■愛之園保・保護者会研修会＆
こひつじランド第5回育児講座
「子育てに絵本を」(10:30～･愛
之園保)

■岩代小1～3年、登校日
■上南部中2年、登校日

(～24日)

◆道路防災週間(25 日～31 日)
◆防災週間(30 日～9 月5 日)
◆建築物防災週間(30日～9月5日)

◆夏の省エネ総点検の日
◆水の日

■夏の子どもまつり2008(9:30
～12:00・堺漁港)

★北道王子祭り

　町県民税(普通徴収2
期)/国民健康保険税(普通徴収
2期)/介護保険料(普通徴収2
期)/後期高齢者医療保険料(普
通徴収2期)

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線
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了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

６月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

６月中の異動

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

111/129(86.0%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
213/260(82.0%)
107/129(82.9%)
39/ 77(50.6%)
200/264(75.8%)
135/364(37.1%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)

公共下水 902/約1,800(50.1%)
(前月比＋5)農業集落排水

(件)(6月30日現在)

出生
死亡
転入
転出

(＋ 4人）
(－ 2人）
(＋ 2人）
(± 0世帯）

  6,984人
  7,603人
 14,587人
4,725世帯

14人
13人
20人
19人

　町は今年
も阪神球団
の協力を得
て「紀州み
なべ南高梅
ナイター」
と銘打ち、7
月1日(火)、2

今回のうめ娘として、田端容子さん(晩稲)と大江麻純さん
(西本庄)が、山田町長と共に来場者に梅干(3粒入パック)を
手渡したり、試合前のセレモニーで両チームの代表選手に
ミニ梅干タルをプレゼントしたりと活躍してくれました。
なお、梅干を手渡すと「去年ももらっておいしかった」「梅
干は夏ばてに効く」などと声をかけてくれた来場者も多
かったそうです。

日(水)、阪神甲子園球場(兵庫県)で行われた阪神対中
日戦で町と南高梅を大いにＰＲしました。

　6 月18 日(水)～ 20 日(金)、梅農家の女性やうめ課職
員が北海道札幌市内の青果市場、スーパーなどで南

高梅をＰＲしてきました。
青果市場では販売のプロ
に、スーパーでは買い物客
に、梅ジュースや梅酒など
農家直伝の加工法を実演し
大好評でした。

▲
青
果
市
場
の
事
務
所
で
大
勢

　
の
販
売
業
者
な
ど
の
前
で

ス
ー
パ
ー
の
店
内
で

買
い
物
客
を
集
め
て

▲
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